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【手続補正書】
【提出日】平成27年7月10日(2015.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　具体的な好ましい実施例を参考にしながら本発明を開示してきたが、当業者が本発明の
範囲を逸脱することなく修正および多様化を実施できることは理解されよう。したがって
、前述の開示は単なる例示であり限定的な意味はないと解されるべきである。本発明は添
付の請求の範囲（前記もまた等価の範囲を含む）によってのみ限定される。
　本発明のまた別の態様は、以下のとおりであってもよい。
〔１〕相乗作用性組成物を含む真皮乳頭細胞保護処方物であって、前記組成物が、1-O-ガ
ロイル-β-D-グルコース（β-グルコガリン）、ココス・ヌシフェラの液状内乳の濃縮物
、およびセレノペプチドを含む、前記処方物。
〔２〕前記相乗作用性組成物が、少なくとも10% w/wの1-O-ガロイル-β-D-グルコース（
β-グルコガリン）を含む、前記〔1〕に記載の処方物。
〔３〕前記相乗作用性組成物が0.5% w/wのココス・ヌシフェラ液状内乳由来濃縮物を含み
、前記濃縮物が40% w/w以上の総溶解固体を含む、前記〔1〕に記載の処方物。
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〔４〕前記相乗作用性組成物が0.001% w/wのセレノペプチドを含む、前記〔1〕に記載の
処方物。
〔５〕セレノペプチドがγ- L-グルタミル-セレノメチル-L-セレノシステインである、前
記〔1〕に記載の処方物。
〔６〕セレノペプチドがγ-L-グルタミル-L-セレノメチオニンである、前記〔1〕に記載
の処方物。
〔７〕相乗作用性組成物を含む真皮乳頭細胞保護処方物であって、前記組成物が、1-O-ガ
ロイル-β-D-グルコース（β-グルコガリン）および没食子酸エステル、ココス・ヌシフ
ェラの液状内乳の濃縮物、並びにセレノペプチドを含む、前記処方物。
〔８〕前記相乗作用性組成物が、少なくとも10% w/wの1-O-ガロイル-β-D-グルコース（
β-グルコガリン）、並びにムチン酸1,4-ラクトン-5-O-没食子酸エステル、ムチン酸2-O-
没食子酸エステル、ムチン酸6-メチルエステル2-O-没食子酸エステル、ムチン酸1-メチル
エステル2-O-没食子酸エステルおよびエラグ酸を含む50%以上の総没食子酸エステルを含
む、前記〔7〕に記載の処方物。
〔９〕前記相乗作用性組成物が、0.5% w/wのココス・ヌシフェラ液状内乳由来濃縮物を含
み、前記濃縮物が40% w/w以上の総溶解固体を含む、前記〔7〕に記載の処方物。
〔１０〕前記相乗作用性組成物が0.001% w/wのセレノペプチドを含む、前記〔7〕に記載
の処方物。
〔１１〕セレノペプチドがγ- L-グルタミル-セレノメチル-L-セレノシステインである、
前記〔7〕に記載の処方物。
〔１２〕セレノペプチドがγ-L-グルタミル-L-セレノメチオニンである、前記〔7〕に記
載の処方物。
〔１３〕ストレスシグナルに対する真皮乳頭細胞の耐性を高める方法であって、前記方法
が、真皮乳頭細胞および前記〔1〕または〔7〕に記載の保護処方物を接触させる工程を含
む、前記方法。
〔１４〕ストレスシグナルに暴露されている間に真皮乳頭細胞の形態および数を維持する
方法であって、前記方法が、真皮乳頭細胞および前記〔1〕または〔7〕に記載の保護処方
物を接触させる工程を含む、前記方法。
〔１５〕真皮乳頭細胞が真皮幹細胞／前駆細胞を含む、前記〔13〕または〔14〕に記載の
方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相乗作用性組成物を含む真皮乳頭細胞保護処方物であって、前記組成物が、１－Ｏ－ガ
ロイル－β－Ｄ－グルコース（β－グルコガリン）、ココス・ヌシフェラの液状内乳の濃
縮物、およびセレノペプチドを含む、前記処方物。
【請求項２】
　前記相乗作用性組成物が、少なくとも１０％ｗ／ｗの１－Ｏ－ガロイル－β－Ｄ－グル
コース（β－グルコガリン）を含む、請求項１に記載の処方物。
【請求項３】
　前記相乗作用性組成物が０．５％ｗ／ｗのココス・ヌシフェラの液状内乳の濃縮物を含
み、前記濃縮物が４０％ｗ／ｗ以上の総溶解固体を含む、請求項１又は２に記載の処方物
。
【請求項４】
　前記相乗作用性組成物が０．００１％ｗ／ｗのセレノペプチドを含む、請求項１乃至３
のいずれかに記載の処方物。
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【請求項５】
　セレノペプチドがγ－Ｌ－グルタミル－セレノメチル－Ｌ－セレノシステインである、
請求項１乃至４のいずれかに記載の処方物。
【請求項６】
　セレノペプチドがγ－Ｌ－グルタミル－Ｌ－セレノメチオニンである、請求項１乃至４
のいずれかに記載の処方物。
【請求項７】
　相乗作用性組成物を含む真皮乳頭細胞保護処方物であって、前記組成物が、１－Ｏ－ガ
ロイル－β－Ｄ－グルコース（β－グルコガリン）および没食子酸エステル、ココス・ヌ
シフェラの液状内乳の濃縮物、並びにセレノペプチドを含む、前記処方物。
【請求項８】
　前記相乗作用性組成物が、少なくとも１０％ｗ／ｗの１－Ｏ－ガロイル－β－Ｄ－グル
コース（β－グルコガリン）、並びにムチン酸１，４－ラクトン－５－Ｏ－没食子酸エス
テル、ムチン酸２－Ｏ－没食子酸エステル、ムチン酸６－メチルエステル２－Ｏ－没食子
酸エステル、ムチン酸１－メチルエステル２－Ｏ－没食子酸エステルおよびエラグ酸を含
む５０％以上の総没食子酸エステルを含む、請求項７に記載の処方物。
【請求項９】
　前記相乗作用性組成物が、０．５％ｗ／ｗのココス・ヌシフェラの液状内乳の濃縮物を
含み、前記濃縮物が４０％ｗ／ｗ以上の総溶解固体を含む、請求項７又は８に記載の処方
物。
【請求項１０】
　前記相乗作用性組成物が０．００１％ｗ／ｗのセレノペプチドを含む、請求項７乃至９
のいずれかに記載の処方物。
【請求項１１】
　セレノペプチドがγ－Ｌ－グルタミル－セレノメチル－Ｌ－セレノシステインである、
請求項７乃至１０のいずれかに記載の処方物。
【請求項１２】
　セレノペプチドがγ－Ｌ－グルタミル－Ｌ－セレノメチオニンである、請求項７乃至１
０のいずれかに記載の処方物。
【請求項１３】
　ストレスシグナルに対する真皮乳頭細胞の耐性を高めるための、請求項１乃至１２のい
ずれかに記載の処方物。
【請求項１４】
　ストレスシグナルに暴露されている間に真皮乳頭細胞の形態および数を維持するための
、請求項１乃至１２のいずれかに記載の処方物。
【請求項１５】
　真皮乳頭細胞が真皮幹細胞／前駆細胞を含む、請求項１３または１４に処方物。
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